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     開    議 

 

 

○大沼 久議長 おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。

よって、ただいまの出席議員は定足数に達して

おります。 

本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

  日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○大沼 久議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 

 

   谷口栄子議員の質問 

 

 

○大沼 久議長 それでは、順次ご指名いたしま

す。 

 初めに、順位５番、議席番号４番、谷口栄子

議員。 

  （４番谷口栄子議員登壇） 

○４番 谷口栄子議員 おはようございます。 

 ６月定例会に当たり、次の２項目について一

般質問させていただきます。 

 質問に入る前に所感を述べさせていただきま

す。６月１日厚生労働省の人口動態統計で発表

された１人の女性が生涯に産む子供の平均数

（合計特殊出生率）は、2004年は前年に並ぶ

1.29で予想を上回るスピードで少子化が進み、

２年後には、人口減少時代が到来するという不

安が発表されました。昨年の赤ちゃんの出生数

は、全国で111万1,000人で、前年より１万

3,000人減少しました。山形県では9,921人で、

前年より166人減少しているのです。長井市で

は248人で前年より20人減っているのです。生

まれてくる子供の数が減ると将来の働き手も減

少することになり、税金や保険料を負担する人

が減ってきます。企業の活力が失われ年金など

の財源も足りなくなってしまいます。経済の面

でも社会保障の面でも人々が安心して暮らすこ

とのできない社会になってしまうのです。社会

全体での価値観の転換が迫られているのです。 

 公明党では、少子化問題に早い時期から着目

し、生活者の目線でさまざまな子育て支援策を

提言してきました。例えば児童手当、都議会公

明党の推薦で、東京都が昭和44年に独自の制度

としてスタートさせた児童手当は、昭和47年国

の制度として創設されました。制度創設を勝ち

取った後も粘り強く政府自民党を説得して、支

給対象年齢の引き上げを推進してきました。長

井市においても公明党の掲げる政策の一つでも

多くを実現してほしいと要望、努力していると

ころです。 

 子育て世代の皆さんに、長井市に住んでよか

った。長井市は安心して子供を産み育てられる

まちだと喜んでいただける環境づくり、子育て

支援の拡充に真剣に取り組んでほしいと市長、

当局に願うものです。 

 それでは、質問に入ります。 

 １番目は、心身ともに健康な子供を育てる食

育について。 

 １、小中学生の食育について、ここ数年長井

小学校や長井南中学校の入学式、卒業式に参加

させていただき感じてきていること。子供たち

の体型の差が気になっていることです。大きな

個人差はどうして生まれてくるのか。充実した

食生活は心と体を元気にします。健康を守りま

す。育ち盛りの子供時代、小学生、中学生こそ、

正しい食事のとり方、食べ物の栄養について、
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